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【第１部－市の「市民協働による 

これからの住民自治の方針」を受けて】 

（１）市の「市民協働による住民自治検討委員会」 

１）住民自治とは 

   住民が自らの判断と責任で課題に取り組む活動〔主体は住民〕 

 

２）設置目的 

〇人口減少時代に対応した市民協働による住民自治の方針案作成のため 

【大野市の現状】 

・人口減少により、地区の団体では担い手が不足し、担い手の負担が増加している。 

・地区の活動では、団体が個別に活動しているため、同じ目的の活動が重複して行われる

ことがあり、行事への参加者の不足や参加者の固定化が見られる。 

・核家族化の進行、生活様式や価値観の多様化により、行事や活動に参加する若い世代が

減少している。 

・自治会や団体の中には担い手の減少や高齢化により活動力が低下しているところがある。 

地域によっては、空き家への対応や高齢者宅の除排雪支援ができないといった問題が生

じている。 

・団体によっては、資金が不足し、役割を十分に果たすことができないケースが見られる。 

 

   【大野市の将来推計人口】 
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３）委員構成 

   〇検討委員会の委員には、住民自治のリーダーである各地区区長会長や若者グループを含

む活動団体の代表など１８人に参加いただいた 

 

    ・各地区区長会長（９人） ・大野市社会福祉協議会（1 人） ・第 2 層協議体（1 人） 

    ・大野市社会教育委員（1人） ・大野市スポーツ協会（1人） 

    ・【若者グループ】横町編集部（1人） ・【若者グループ】INUIKAWA FUN（1人） 

    ・【若者グループ】しもプロ（1人） ・大野市老人クラブ連合会（1人） 

    ・大野市地域づくり部長（1 人） 

 

４）開催概要 

 日にち 会議概要 

第１回 令和７年２月１８日 

・委嘱状交付  
・委員長、副委員長選出 
・地域づくりの現状と課題の共有  
・現状と課題に対する意見交換 

第２回 令和７年５月１５日 

・第 1 回検討委員会の振り返り  
・大野市の状況 
・課題に対する全国の対応事例  
・対応策の検討 

第３回 令和７年７月１７日 
・方針案検討の流れ  
・第 2 回検討委員会の振り返り 
・方針案の検討 

第４回 令和７年８月２６日 
・方針案検討の流れ  
・第 3 回検討委員会の振り返り 
・方針案の検討 

 

※第３回の検討委員会において、地域運営組織の設立にあたり『公民館単位での地域運営組織設

立について、大野地区は１組織でなく、３組織程度への配慮が必要』との意見がありました。 

 

 ５）市の「市民協働によるこれからの住民自治の方針」について 

   令和７年９月に決定した方針案を令和７年９月１２日（金）に検討委員会の委員長と 

副委員長から市長に提出しました。市内部で協議され令和７年１０月に市の方針として策定 

されました。 

    ※市の方針については「参考資料１」のとおり   
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（２）大野地区地域課題解決検討会の状況 

１）当検討会の対応 

   市の「市民協働による住民自治検討委員会」の第１回目が令和７年２月１８日に開催さ

れ、２回目の令和７年５月１５日の検討委員会において、今後の住民自治の進め方（案）が

示されました。 

   その中で公民館単位の地区において、地区内の各団体を再構築し「地域運営組織」を設立

していく方向性案が示されました。大野地区は市内９地区で最大の人口を有し、新体制の構

築にはかなりの時間を要することが見込まれることから、なるべく早い段階から、まず役員

会において情報共有を図り、協議していくこととしました。 

 

２）会議等の概要 

   市において令和７年１０月に「市民協働によるこれからの住民自治の方針」が策定される

前段階から下記のとおり役員会において協議を実施しました。また、策定後に市が開催した

「地域づくり講演会」へ地区民の参加を促しました。 

日にち 内容 概要 

令和７月５月２６日 役員会 ・市の第２回検討委員会の内容を共有 

令和７年７月３０日 役員会 
・市の第３回検討委員会の内容を共有 
・方針（案）を基に、大野地区の地域運営組織のたたき台

を作成し意見交換 

令和７年１１月２５日 役員会 
・市の第４回検討委員会の内容、及び決定した方針を共有 
・市の検討委員会の内容、前回（7/30）の役員会の意見を

踏まえ、地域運営組織のたたき台を修正し意見交換 

令和８年１月１９日 講演会 
・市の地域づくり講演会への参加（事前に全区長、検討会

役員等に案内通知のほか、館報に掲載し参加案内） 

 

３）大野地区における地域運営組織の検討について 

   役員会において、大野地区における地域運営組織のたたき台を作成し意見交換を実施しま

した。たたき台の作成にあたっては、市の検討委員会で意見のあった大野地区を学校区単位

で３組織とするものを検討しました。 

   ただ、地域運営組織の設立については、拙速に成しうるものでなく、課題も山積している

ため、今後時間をかけて協議を進めていくことになります。 

   ※役員会での協議資料については「参考資料２」のとおり 

 

 ４）次年度以降の取り組み 

   次年度以降も役員会、理事会での協議を継続していきます。加えて令和８年度は、 

プロジェクトチームにおいても地域運営組織の検討を予定しています。  
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＜参考資料１： 

市の「市民協働によるこれからの住民自治の方針」＞ 
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＜参考資料２：役員会での協議資料＞ 
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【第２部－住民等参加推進・地域住民の意識醸成】 

（１）まち結びの会～大野地区地域づくり～ 

  〔大野地区地域課題解決検討会プロジェクトチーム〕の取り組み 

１）趣旨・目的 

・地域課題を把握し、その解決に向けた検討、取り組みを進めるため、プロジェクトチー

ム（ＰＴ）を構築し、取り組み事項を付託、委任しています。 

・令和７年度は、地域コミュニティの向上に関する事業の実施、地域づくりへの住民意識

醸成やその他の地域課題解決にかかる事業を付託、委任しました。 

 

２）企画概要 

・年度当初にメンバー同士が意見を出し合い、企画、提案し年間のスケジュールについて

話し合いました。四季を通じて実施できる計画とし、役員会で協議され当検討会会長よ

り付託、委任されている事項についてどのような取り組みができるかを検討しました。 

・昨年実施し好評であった事業、また天候の影響で実施できなかった事業への再チャレン

ジのほか、新たな取り組みとしてまち歩きを通して地域の課題解決につながること、ま

た地元にいながらも知らないことを再認識する事業に取り組むことにしました。 

・春のまち歩きを通しての地域の課題解決の取り組みでは、ちょうど第６地区において流

雪溝の水量の課題について関係する地区の代表が集まり、市への改良要望をしたい旨の

話が出ていました。そこでプロジェクトチームとしてもこの課題に何かお手伝いできな

いかと考え協力して実施することになりました。事前に流雪溝の水源や水路について市

役所に確認し情報を共有しました。また、改良案について専門知識が必要ではないかと

考え、測量会社にアドバイザーをお願いすることを提案しました。 

・夏は、前年度好評であった「若者（高校生）のアイデアを実現化」した、大野地区レクリ

エーション大会とのタイアップによる「流しそうめんイベント」を継続して実施するこ

ととし、昨年の反省点を踏まえ、地区スポーツ協会も交え協議し共同で開催することと

しました。 

・秋は、大野地区にある身近な亀山をもっと知ってもらおうということで、植物の自然観

察会を実施することとし、講師に県の自然観察指導員の会の方を依頼することにしまし

た。 

・冬は、昨年計画しながら、大雪で中止となった「越前おおの冬物語」とのタイアップに

よる「雪だるま・ミニ灯ろう作りイベント」に再チャレンジすることにしました。 

昨年も企画に携わってくれた奥越明成高校ボラン 

ティア部に声かけし実施することとしました。 

・プロジェクトチームでは、実際に集まり議論する 

会議のほか、ＬＩＮＥチャットを利用し、情報の 

交換、共有を図りました。 

 

※みだしにあるとおり今年度チームの愛称を決定 

しました。親しみやすい次の名称としました。 

    『まち結びの会～大野地区地域づくり～』   
プロジェクトチーム会議の様子 
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３）会議、活動 

  

開催日 会議名・イベント名 協議内容・その他 

4 月 10 日（木） プロジェクトチーム会議 ・今年度の取り組みについて 

・チームの愛称、メンバー募集について 

5 月 8 日（木） プロジェクトチーム会議 ・前回意見を踏まえた活動内容の検討 

 ※活動計画は参考資料１を参照 

6 月 21 日（土） まち歩き「流雪溝調査」 ・第６地区関係地区代表と合同で流雪溝の調査を 

実施 

 ※４）まち結びの会 活動概要を参照 

7 月 3 日（木） プロジェクトチーム会議 ・まち歩き「流雪溝調査」の振り返り 

・「流しそうめん」in 地区レクリエーション大会に

ついて 

・「亀山」秋の自然観察会について 

9 月 4 日（木） プロジェクトチーム会議 

＊地区スポ協も参加 

・「流しそうめん」in 地区レクリエーション大会の

最終確認について 

9 月 21 日（日） 「流しそうめん」in 地区レ

クリエーション大会 

・大野地区レクリエーション大会とのタイアップ

によるイベントの実施  

＊地区スポ協と協力して実施 

 ※４）まち結びの会 活動概要を参照 

10 月 11 日（土） 「亀山」秋の自然観察会 ・一般参加者とともにイベントを実施  

 ※４）まち結びの会 活動概要を参照 

11 月 21 日（金） 奥越明成高校ボランティア

部顧問と打合せ 

・「雪だるま・ミニ灯ろう作り in 冬物語」での 

企画、運営の協力依頼 

11 月 27 日（木） プロジェクトチーム会議 ・「雪だるま・ミニ灯ろう作り in 冬物語」について 

・次年度の取り組みについて 

12 月 16 日（火） 奥越明成高校ボランティア

部との打合せ会議 

・「雪だるま・ミニ灯ろう作り in 冬物語」の企画 

協議 

1 月 29 日（木） プロジェクトチーム会議 ・「雪だるま・ミニ灯ろう作り in 冬物語」の最終

確認について 

 ※レイアウトは参考資料１を参照 

・市の「市民協働によるこれからの住民自治の方

針」を受けての当検討会の状況について 

・次年度のプロジェクトチーム活動について 

2 月 7 日（土） 雪だるま・ミニ灯ろう作り

in 冬物語 

・市の越前おおの冬物語とタイアップによるイベ

ントの実施 

 ※４）まち結びの会 活動概要を参照 
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４）まち結びの会 活動概要 

【まち歩き「流雪溝調査」】 

   開催日：令和７年６月２１日（土） 

   場 所：主に本町通り～２番通り（流雪溝調査）、石灯籠会館（調査前打合せ） 

   参加者：プロジェクトチームメンバー６名、当検討会会長、事務局３名 

       関係する地区の方（区長、副区長）５名 

   アドバイザー：「九頭龍測量株式会社」１名 

 

①目的 

流雪溝の水量について、多いところや少ないところがあるので、少しでも調整できる

ことがないか、まち歩きを通して、水の流れ、経路や分岐、流雪溝の状況について確認

し、より良い方策がないか模索する。 

 

②当日の活動 

    ⅰ）調査前打合せ 

      図面を用いて、アドバイザーより当日に確認調査する水路や改良すべき箇所などの

説明をいただき、情報を共有しました。 

    ⅱ）まち歩き（流雪溝調査）で確認したこと 

     ・本町通りの東西に繋がる側溝 

     ・ごみなどが溜まる分岐箇所 

     ・水の流量を確認し、少ないところの流量を増やすため、仕切り板などを設置可能な

場所 

     ・現在の水門の状況 

     ・六間通りにおけるポンプアップしている融雪水の経路などの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 まち歩きの様子  まち歩き前の打合せ 
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【流しそうめん in地区レクリエーション大会】 

   開催日：令和７年９月２１日（日） 

   場 所：エキサイト広場（大屋根広場） 

   参加者：プロジェクトチームメンバー６名、地区スポーツ協会５名、事務局２名 

   大野地区レクリエーション大会参加者 約１４０名来場 

 

   ①目的 

地域課題の１つである「地域コミュニティの希薄化」が進む中、交流を促進するた

め、少しでも多くの方が集えるような催しとして、地区レクリエーション大会に併せ、

昨年に引き続き開催する。 

 

②当日の活動 

    ⅰ）会場設営（そうめん台 ２基）、あと片付け 

     ・人員整理用のコーン、汚れ防止の養生シートも設置しました。 

    ⅱ）レクリエーション大会終了後、実施 

     ・レクリエーション大会への参加に影響しないよう、終了後に流しそうめんを実施し

ました。 

    ⅲ）当検討会活動の周知 

     ・「地域で連携して出来ること」をパネル展示でＰＲしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

流しそうめん会場の様子① 流しそうめん会場の様子② 

流しそうめん会場の様子③ 活動の周知パネル 
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【「亀山」秋の自然観察会】 

   開催日：令和７年１０月１１日（土） 

場 所：亀山 西登り口から出発 

参加者：プロジェクトチームメンバー５名、事務局５名、一般募集参加者１３名 

講 師：福井県自然観察指導員の会の方 ２名 

 

①目的 

大野地区内の観光地の１つでもある身近な亀山の何気なく見ている自然について、改

めて亀山の自然のよさに触れ植物の知識を深める。 

 

②当日の活動 

    ⅰ）講師に植物の説明をいただきながら散策 

     ・普段、通り過ぎてしまう植物に改めて着目しました。 

     ・地元民でも知らないことが多く熱心に聞き入っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加者募集チラシ 

立ち止まって説明を受ける様子 

写真を使った説明を受ける様子 
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【雪だるま、ミニ灯ろう作り in 冬物語】 

開催日：令和８年２月７日（土） 

場 所：大手門広場 

参加者：プロジェクトチームメンバー１０名、事務局５名 

奥越明成高校ボランティア部７名（打合せ会議 生徒６名、顧問１名） 

雪だるま、ミニ灯ろう作り一般参加者 約３００名 

①目的 

大野地区内で開催される「冬物語」に訪れる参加者、地域の皆さんが一体となって会

場である「大手門広場」に雪の飾り付けを行い、多世代交流や賑わい創出による地域活

性化を図る。 

②事前打ち合わせ 

    ⅰ）奥越明成高校ボランティア部の協力 

     ・打合せ会議において飾り付けのアイデアをいただき、レイアウトを決定しました。 

③当日の活動 

    ⅰ）高校生が提案した「雪うさぎ」などをフォトスポットに制作 

     ・高校生がインフルエンザで部活停止となり参加できませんでしたが、メンバーで制

作することができました。 

    ⅱ）一般参加者に広場内でのミニ雪だるまなどの制作を促す 

     ・参加者へバケツやショベル、飾り付け部品などを貸し出し、雪だるま制作の協力の

ほか、メンバーも雪の装飾作りをして会場に花を添えました。 

    ⅱ）ミニ灯ろうや装飾への点火、点灯 

     ・装飾のろうそくやＬＥＤキャンドルへの点火、点灯作業を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

奥越明成高校生徒との会議の様子 雪うさぎや雪だるま装飾 

多くの一般参加者が雪だるま作りなどを楽しむ メンバーの皆さん 
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４）成果と課題 

【成果】 

・今年度で４年目を迎えたプロジェクトチームであり、各自が互いに打ち解けて会議にお

いては、それぞれが積極的に発言をし、活動においても伸び伸びとよい雰囲気のなか活

動に取り組めました。このような関係を持つことが今後の地域づくりに繋がるものと考

えます。 

・プロジェクトチーム活動は、チーム員が自ら企画し実行するという形で実施され、近年

課題となっている地域活動への参加者が減少しているなかで、各地区における地域活動

のリーダー的な存在になっていただくことが期待できます。 

・地域の団体や高校生と連携したこと、また別の団体が主催するイベントとタイアップし

て実施できたことは、今後の活動においても連携して実施するきっかけづくりとなり、

将来の新組織体制の運営への良い事例となりました。 

・地域の方、特に若い世代が地域づくりに参加することで、少しずつではありますが薄れ

つつあるコミュニティの向上を図ることができました。 

・プロジェクトチーム会議において、市の「市民協働によるこれからの住民自治の方針」

についても話題にあがり、今後のチームの活動、在り方への意見交換が行われました。 

・地域の事業に多少なりとも興味、関心をもっていただけるよう館報やホームページ、Ｓ

ＮＳ、イベント時のパネル設置などで周知を行いました。 

 

【課題】 

・プロジェクトチームメンバーが結成当初より減少し、特に各種団体からのメンバーが不

在となっていることから、団体からの選出メンバーを加え、より地域が連携できる体制

を図る必要があります。 

・当検討会ではプロジェクトチームへ課題解決にかかる取り組みを付託、委任しています

が、各地区の区長や所属する団体代表らで開催する役員会や理事会との連携が少なく、

報告する程度になっています。 

・プロジェクトチーム活動において、企画、検討された事業などを実施する際、今年度は

団体等の協力をいただきながら実施した事業もありましたが、実質的にはチーム員が主

導で準備や本番の活動を行っている状況です。今後の活動においては、当検討会に所属

する区長や各種団体などと協力して実施していくことが望まれます。 

・プロジェクトチームメンバーが、この活動のノウハウや経験を活かし、大野地区内の各

地区において住民同士の更なる交流機会促進等へ繋げていくことを期待します。 

・高校生や親子など若い世代が郷土に愛着や誇りを持つことは、将来の地域の担い手の確

保に繋がるため、今後も引き続き取り組みを継続することが望まれます。 
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＜参考資料１：会議資料＞ 

◆令和７年度活動計画（案） 令和 7 年 5 月 8 日会議資料 
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◆雪だるま、ミニ灯ろう作り in 冬物語大手門広場レイアウト 

                   令和８年１月２９日会議資料 
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＜参考資料２：活動概要報告＞ 

◆令和７年６月２１日（土） まち歩き「流雪溝調査」 
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◆令和７年９月２１日（日） 「流しそうめん」in 地区ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 
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◆令和７年１０月１１日（土） 「亀山」秋の自然観察会 
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◆令和８年２月７日（土） 雪だるま、ミニ灯ろう作り in 冬物語 
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＜参考資料３：プロジェクトチーム規程、メンバー構成＞ 

◆プロジェクトチーム規程 

大野地区地域課題解決検討会プロジェクトチーム規程 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、大野地区地域課題解決検討会会則第１３条第２項の規定に基づき、プロジ

ェクトチームの組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

 （プロジェクトチームの種類等） 

第２条 プロジェクトチーム（以下「チーム」という。）の種類並びに付託事項及び委任事項

は、役員会で協議し、会長が定めるとおりとする。 

 （役員） 

第３条 チームに、それぞれ次の役員を置く。 

 (1) チームリーダー １人 

 (2) チームサブリーダー 若干人 

 (3) 事務局長 １人 

２ チームリーダー（以下「リーダー」という。）及びチームサブリーダー（以下「サブリーダ

ー」という。）は、大野地区地域課題解決検討会の会長（以下「会長」という。）が委嘱す

る。 

３ リーダーは、チームを代表し、会務を総理する。 

４ サブリーダーは、リーダーを補佐し、リーダーに事故があるときは、あらかじめリーダーの

指名したサブリーダーがその職務を代理する。 

５ 事務局長は、チームの事務局を代表し、事務局を統括する。 

 （会議） 

第４条 チームの会議（以下「チーム会議」という。）は、リーダーが招集し、リーダーが議長

となる。 

２ チーム会議の議事は、出席したメンバーの過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

３ チーム会議は、必要に応じてメンバー以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴くこと

ができる。 

 （部会） 

第５条 チームは、運営上必要があるときは、部会を設けることができる。 

２ 部会の委員は、会長が委嘱する。 

３ 部会に関する事項は、当該リーダーが定める。 

 （事務局） 

第６条 チームに事務局を置き、事務所を大野公民館に置く。 

２ 事務局員は、会長が委嘱する。 

３ 事務局員は、事務局長の指示に従い、チームの庶務、会計をつかさどる。 
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 （委任） 

第７条 この規程に定めるもののほか、チームの運営について必要な事項は、当該チームのリー

ダーが会長の承認を得て別に定める。 

 

  附 則 この規程は、令和４年４月２８日から施行する。 

  附 則 令和７年４月９日一部改正する。 

 

 

プロジェクトチームの種類並びに付託事項及び委任事項（第２条関係） 

種類 付託事項 委任事項 

なし １ 本会の運営に関すること 

２ 本会の会議及び催事の実施に関

すること 

３ 地域コミュニティの向上に関す

ること 

４ 地域づくりへの住民意識醸成に

関すること 

５ その他、地域課題解決に関する

こと 

１ 地域コミュニティの向上に関す

る事業の実施に関すること 

２ 地域づくりへの住民意識醸成に

関する事業の実施に関すること 

３ 若者及び女性の意見の反映に関

すること 

４ 地区で活動する個人、団体との

連携に関すること 

５ メンバーの募集に関すること 

６ その他、地域課題解決にかかる

事業の実施に関すること 

令和７年４月９日決定 

 

◆プロジェクトチームメンバー構成（地区、団体） 

 第１地区 第２地区 第３地区 第４地区 第５地区 第６地区 協力者 

令和４年度 ２ ３ ４ １ ３ ０ ━ 

令和７年度 ３ ０ ４ １ １ １ ２ 

 

 区長会 長生会 地区社協 スポ協 まち協 育成会 合計 

令和４年度 ━ ２ ２ ０ １ ０ １８ 

令和７年度 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １２ 

   ※協力者：大野地区以外の協力者 

   ※団体名：区長会  ⇒ 大野地区区長会 

        長生会  ⇒ 大野長生会 

        地区社協 ⇒ 大野地区社会福祉協議会 

        スポ協  ⇒ 大野地区スポーツ協会 

        まち協  ⇒ 大野地区まちづくり推進協議会 

        育成会  ⇒ 大野地区子ども会育成会連絡協議会 
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【第３部－地域で連携して出来ることの取り組み】 

（１）取り組みを進めた経緯 

  １）課題の抽出・共有、話し合い 

   ・令和４年度から令和６年度まで次のような取り組みを実施してきました。様々な方法で課題を抽

出、共有してきました。また、地域づくりにかかる講演会の開催や課題に対する住民同士の話し

合いもなされました。 

  ２）取り組みの検討 

   ・これまで行政区現況調査や中学生以上の全住民アンケートなどにより課題が抽出され共有され

ました。また、まちづくりにかかる講演会の開催により事例なども紹介されてきました。そして

昨年度は各地区において座談会を開催し課題解決に向け自分たちで出来る取り組みなどについ

て意見交換がなされたところです。今年度はこれらを踏まえ、地域で連携して出来ることの実践

に取り組むこととしました。 

 取り組み 概要 

令和４年度 ･行政区現況調査 ・全行政区に調査票を配布 

（当時休止中を除く 72 区） 

・設問に行政区の宝や課題も含まれる 

･まちウォーク 

･フォーラム 

・夏のミニフォーラムで「地域の未来を考えよう」を

テーマに講演、意見交換 

・まちウォークを通じ地域の宝や課題を共有 

・冬のフォーラムで「地域の未来を考えよう」をテー

マに講演、まちウォークの取組と行政区現況調査

の結果報告 

令和５年度 ･中学生以上全住民 

アンケート 

・住民一人ひとりが地域の現状や課題、目指すべき将

来像についてどのような考えをもっているかなどを

調査し、より多くの住民が共感できる将来像や対応

すべき課題の共有を図った 

･記念講演 

･パネルディスカッション 

・「取材から見えたまちづくり～ふるさと大野への思

い～」をテーマに講演 

・パネルディスカッションでは移住者や高校生など

をパネラーに「大野で働くこと」や「１０年後の未来

予想図」などをテーマに議論 

令和６年度 ･地区別座談会 ・第１～６地区において３回ずつ実施し、１回目は

「地区の魅力・課題の共有」、２回目は「地域で優先

的に取り組むテーマ（魅力・課題）について自分たち

で出来ることの検討」、３回目は「若者や女性などの

担い手の参加・交流促進の検討」について意見交換 
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（２）今年度の取り組み概要 

  １）第１，２地区 『防災 to キャンプ on 芝生』 

①目的 

・有終南小学校校区の住民が、大野市指定の避難場所である有終南小学校に避難したり宿

泊したりする体験を通して、避難しなければならない状況が生じた場合の自助（自らで

きること）・共助（助け合うこと）・公助（市が支援すること）について考えます。 

 

②実施時期 

 令和７年６月７日（土）～８日（日） 

 

③内容 

 

④実施主体 

   主催：有終南小学校の芝生を育てる会 

   共催：第１地区区長会、第２地区区長会 

   協力：福井県キャンプ協会 

 

⑤その他 

・大野市の支援を受けて、テントの無料貸し出しを行い、テントを保有しない家庭もテント

泊を実施することができました。 

・食料や飲料水などは参加者が持参しました。 

・有終南小学校の芝生を育てる会と第１地区区長会、第２地区区長会が密に連携したことも

あって、多数の地域住民の参加を得ることができました。 

・防災体験１，２のみの参加も多数いました。 

・事業内容等について、参加者から高い評価をいただきました。 

 

  

・開始式  

・防災体験１ 
災害時の大野市の支援体制について話をきく 

避難所での仕切り、簡易ベッド、簡易トイレの体験 

・防災体験２ 
自助、共助、公助について話をきく 

防災や避難についてのワークショップ 

・スポーツ体験 親子や友だちと芝生の上でスポーツ体験 

・テント体験 
芝生にテントを張る 

地域住民の交流を図る 

・終了式 振り返りを行い、防災への認識を深める 
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⑥事業の様子 

 

  



- 46 - 

   

  ２）第６地区  

『流雪溝水量改善にかかる調査及び要望、改善対策事業』 

①目的 

・本町通りの流雪溝は水量が少ないため、雪が多い時には、西側流雪溝に連続して数日間

堆雪し、排雪できない支障が生じています。 

 そのため、本町通りの上流の二番通りや三番通り、背割水路にかけて、流雪溝の水量

が比較的多いところや浸水するところがあるので、少しでも調整できることがないか、

水の流れ、経路や分岐など流雪溝の状況について確認し、より良い方策を導きだします。 

 調査結果を受け、市への要望の資料作成の参考とし作成した資料により市へ要望しま

す。また、地区で対応可能なものは対応します。 

 

②実施時期 

 令和７年 ５月３０日（金）アドバイザーとの事前打合せ 

      ６月２１日（土）流雪溝調査確認 

      ８月１２日（火）市へ改善要望（できるところから順次、対応していただいた） 

１０月２４日（金）側溝落とし板設置 

 

③内容 

   ・当日の調査前に、集会所において図面により調査個所の共有を図り現地を確認しまし 

た。 

・主に一番水量の少ない本町通りの流雪溝を中心に確認しました。 

・流域に関係する行政区（第６地区：元町１区、本町１上区、本町１下区、本町２上区、

第４地区：明倫町３区）より区長 or 副区長に参加いただきました。 

・アドバイザー（専門家）として九頭龍測量㈱に依頼し、打合せのうえ、事前の調査、資

料等の提供をいただくとともに、調査当日のほか、市への要望においても助言をいただ

きました。 

・大野地区地域課題解決検討会のプロジェクトチームと合同で実施しました。 

・調査結果とアドバイザーの助言を踏まえ、市への要望にかかる資料を作成しました。 

・作成した資料をもとに、市へ改善要望を実施しました。 

・水量調整用側溝落とし板を購入しました。（地区で対応） 

 

④実施主体 

   主催：大野第６地区 

   協力：大野地区地域課題解決検討会プロジェクトチーム 

      関係する第４地区の行政区 
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  ⑤調査結果 
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  ⑥改善要望資料 
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（３）成果と課題 

【成果】 

・第１，２地区の取り組みを実施するにあたり、初めて両地区が連携して一つの事業を実

施できたことは大きな成果です。各地区においては、それぞれで体育大会や祭りなどが

実施されていますが、地域が大きくになるにつれてコミュニケーション不足やリーダー、

役員への負担も大きくなり実施が難しいものとなります。 

  この取り組みは大野市内で最大の人口を有する大野地区全体において地域で自ら考え

取り組んでいくことへの先駆けになるものと期待できます。 

・第６地区で実施された流雪溝の水量不足解消への調査については、これまで単独の行政

区で市へ改良の要望をしても、その上流や下流の行政区の水量に影響を与えるため実施

が難しいものとなっていました。そのため、関係する行政区が連携して流雪溝の状況を

調査し、改良工法を検討したことにより、市へ要望した際も関係行政区の了解が得られ

ていることから早急に対応いただいた箇所もありました。 

  この取り組みは他地区への優良事例であるとともに、今後、流雪溝に限らずこのよう

に地域が連携して課題解決に取り組むことが重要になってきます。 

・地域が連携して出来ることについて、今年度は、第１，２地区と第６地区の２つの取り

組みとなりましたが、各地区において地域で出来ることについての話し合いがなされ、

結果、今年度は取り組むまでには至らなかったという状況であり、全地域で取り組む姿

勢が見られ今後に繋がっていくものと考えます。 

・ 

 

【課題】 

・地域で出来ることの実施にあたっては、まずその推進役（リーダー）が地域にいること

が必要になってきます。現時点では各行政区の区長がその役を担うことが多くなってい

るようですが、近年は区長の成り手不足から輪番制となり１，２年で交代する行政区が

多くなってきています。区長の期間が短期間であり経験もないことから、新たな取り組

みに消極的になる傾向にあります。 

・連携した取り組みを実施するには、関係区や関係する地域との話し合いなども必要とな

り負担も労力も大きいものとなります。またその取り組みへの責任も伴ってくることか

ら、なかなか踏み出せない状況にあります。 

・行政区により様々ですが、地区の集会や催しなどが実施されない地域もあり、またコミ

ュニケーション不足により話し合いが持てない地域もあります。 

・生活様式の変化により自治会や地域活動への参加者が減少し、地域への関心が薄れてい

る状況も増えつつあります。地域で新たな取り組みを行うにあたり地域住民の賛同が得

られないことや理解をいただけないケースも見受けられます。 
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【第４部－行政区再編モデル事業】 

（１）第６地区における先行的取り組みへ 

１）これまでの大まかな流れ 

 【令和４年度】 

  ⅰ）「大野地区行政区再編標準指針案」を示す 

   ・行政区の再編の必要性 

   ・行政区再編の進め方やポイント 

 

 【令和５年度】 

  ⅰ）「行政区再編基本方針案」を示す 

   ・行政区再編の目的を明文化 

   ・目的を共有し、困難な状況に陥ったときは方針を見直し停滞を防ぐ 

  ⅱ）行政区再編の推進に関する分析 

   ・令和４年度の行政区現況調査から大野地区内の行政区の再編意向を分析 

  ⅲ）第６地区区長会の会合において行政区再編に関する意見交換 

   ・大野地区に２０世帯以下の行政区は１２地区あり、うち１０地区が第６地区 

にある 

 

 【令和６年度】 

  ⅰ）行政区再編モデル事業の概要について 

   ・モデル事業を実施する目的を示し、第６地区を対象として選定 

  ⅱ）第６地区における行政区再編協議 

   ・第６地区区長会の会合にて行政区再編の取り組みについて説明 

   ・再度、各行政区へ意向を把握するためのアンケート調査を実施 
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２）第６地区における取り組み概要 

 

【令和７年６月１２日】※参考資料１ 

    ・第６地区区長会の会合において行政区再編にかかる説明と意見交換 

（結果概要） 

⇒行政区再編は行政主導でなく、大野地区地域課題解決検討会として住民自らが取り組

むことであることを確認 

⇒モデル地区として再編の枠組みを示せるとよい 

⇒役員（第６地区の会長、副会長３名）で枠組みの設定について検討することとなる 

 

【令和７年９月９日】 

    ・役員で行政区再編検討会を開催 

    （結果概要） 

⇒第６地区の再編の枠組み（たたき台）を設定 

⇒次回の第６地区区長会の会合で各行政区に持ち帰ってもらい、再編の可否は求めず、

隣接行政区と協議が可能かを話し合っていただくこととする 

 

【令和７年９月２５日】※参考資料１ 

    ・第６地区区長会の会合において行政区再編にかかる説明と意見交換 

    （結果概要） 

    ⇒再編の枠組みをたたき台として示し意見交換 

    ⇒いつまでに再編が必要かの期限はないが、令和８年度までは業務委託している業者の

支援をいただける予定 

    ⇒本日の資料を各行政区に持ち帰り話し合いをお願いし、隣接行政区と協議が可能か令

和８年２月末までに報告していただくこととなる 

    ⇒回答用のフォーマットを後日送付する 

    ⇒第６地区で行政区再編の話し合いをしていることを館報で周知する 

 

【令和７年１０月２１日】※参考資料２ 

    ・各行政区で再編の有無を判断する話し合いを隣接行政区と進めるか協議するための参

考ペーパー（回答用紙）を第６地区の全区長へ送付 
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＜参考資料１：会議資料＞ 

◆令和７年６月１２日 第６地区区長会の会合で配布した資料 
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◆令和７年９月２５日 第６地区区長会の会合で配布した資料 
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＜参考資料２：送付資料＞ 

◆令和７年１０月２１日に配布した参考ペーパー（回答用紙） 

  



- 68 - 

 



- 69 - 

おわりに 

（１）今年度の取り組みを振り返って 

１）住民自治へ向けて 

 ・本年度は、大きく４つの取り組みを実施しました。 

 ① 市の「市民協働によるこれからの住民自治の方針」を受けての対応 

 ② 住民等参加推進・地域住民の意識醸成 

 ③ 地域で連携して出来ることの取り組み 

 ④ 行政区再編モデル事業 

以上、当検討会のすべての取り組みについては、行政主導でなく地域住民が考え実行

していくものであり、将来の住民主体の地域づくり活動（住民自治）へ繋がっていくも

のと考えます。 
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（１）令和７年度大野地区地域課題解決検討会役員名簿 
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（２）大野地区地域課題解決検討会会則 
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